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はじめてのMainStage

ようこそ「MainStage」へ。「MainStage」をはじめてお使いになる方
は、このガイドをご覧ください。実際にコンサートを操作し、サウンドをカ
スタマイズし、演奏の準備を行いながら、操作方法を習得することができま
す。

「MainStage」は、お使いのコンピュータを強力で柔軟な楽器に変身させたり、ライブ演奏でその他の
音楽装置と共に使用できるエフェクトプロセッサへと変身させます。キーボードプレーヤー、ギタリスト、

ボーカリスト、またはそれ以外のミュージシャンも、「MainStage」をその他の装置と組み合わせてライ
ブパフォーマンスを繰り広げることができます。

この操作ガイドでは、「MainStage」の主な機能を紹介し、アプリケーションのさまざまな部分を試して
いきます。基本的な知識の習得から始まり、「MainStage」による実際のライブ演奏で使用できるよう
な詳細機能の説明へと移行していきます。

「MainStage」の機能やコントロールについてさらに詳しい説明が必要な場合は、「MainStage」を開
き、「ヘルプ」＞「MainStageヘルプ」と選択して「MainStageユーザーズマニュアル」を参照して
ください。



8 第1章    はじめてのMainStage

準備をする
操作を開始する前に、「MainStage」をコンピュータにインストールする必要があります。インストール
手順については、「LCgic StudiC」に付属する「ソフトウェアのインストール」ブックレットを参照して
ください。また、MIDIコントローラ、オーディオインターフェイス、楽器、マイクなど、使用する予定の
音楽装置をコンピュータに接続する必要があります。音楽用の機材を「MainStage」と共に使用する方
法については、「MainStageユーザーズマニュアル」の「システムを設定する」を参照してください。

「MainStage」を開く
最初に「MainStage」を開き、テンプレートから新しいコンサートを作成します。

「MainStage」を開く：
「アプリケーション」フォルダの「MainStage」アイコンをダブルクリックするか、「DCck」内のアイコン m

をクリックします。

「MainStage」をはじめて聞いたり、コンサートを開いたり閉じたりするたびに、「テンプレートの選択」
ダイアログが表示され、キーボード、ギター、ボーカル、およびその他の音源に使用できるコンサート

テンプレートが示されます。
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コンサートテンプレートを選択する：

コンサートテンプレートを選択する前に、「テンプレートの選択」ダイアログの下部にある「オーディオ1 
入力」および「オーディオ出力」ポップアップメニューから、オーディオ入力および出力で使用したい

デバイスを選択できます。

左側のリストで音源をクリックして、その音源タイプのテンプレートを表示します。キーボードコントロー2 
ラで演奏する場合は、「KeCbCards」を選択して、ソフトウェア音源パッチの機能を搭載したキーボー
ドテンプレートを選択します。エレクトリックギターで演奏する場合は、「Guitar Rigs」を選択して、ギター
のアンプやエフェクトを含むオーディオパッチの機能を搭載したギターテンプレートを選択します。使用

可能なテンプレートをスクロールして確認し、目的のテンプレートを見つけます。「クイックスタート」を

クリックすると、キーボードまたはエレクトリックギターのテンプレートを選択できます。

使用するテンプレートをダブルクリックします。3 

テンプレートから作成されたコンサートが、フル・スクリーン・ウインドウに表示されます。「MainStage」
ウインドウの中央のワークスペースには、お使いのMIDIハードウェア上のコントロールに対応するスク
リーンコントロールが表示されます。ワークスペースの左側は「パッチリスト」で、コンサート内のパッ

チとセットを選択できます。ワークスペースの右側の「チャンネルストリップ」には、選択したパッチの

チャンネルストリップが表示されます。ワークスペースの下には「インスペクタ」があり、選択中のさま

ざまな項目のパラメータが表示されます。

「クイックスタート」からテンプレートを選択すると、「演奏」モードで新しいコンサートが開くので、すぐ

に演奏を始めることができます。
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新しいコンサートは以下のように表示されます：

パッチリスト インスペクタ 「チャンネルストリップ」領域

ワークスペース
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コンサートに名前を付けて保存する：

「ファイル」＞「保存」と選択します。1 

名前のフィールドにコンサートの名前を入力します。2 

「保存」をクリックします。3 

「編集」モードを使ってみる
新しいコンサートは「編集」モードで開きます。「編集」モードでは、パッチと呼ばれるサウンドを作成、

カスタマイズ、整理します。パッチには「LCgic PrC」の音源とエフェクトを含むチャンネルストリップが
格納されています。パッチを追加および編集したり、チャンネルストリップを追加したり、キーボードレイ

ヤーやキーボードスプリットを作成して、自分独自のサウンドを作成することができます。さらに「編集」

モードでは、チャンネル・ストリップ・パラメータやアクションにスクリーンコントロールをマップしたり、

パッチ、セット、およびコンサートレベルのパラメータを編集することもできます。

新しいコンサートには 1つ以上のパッチが含まれており、「パッチリスト」で選択することができます。ワー
クスペースの下には「パッチライブラリ」が開いており、選択したパッチに対するさまざまなパッチ設定

を選択して試聴できます。
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試してみよう
選択したパッチを演奏する：
音源やマイクを使用してパッチを演奏します。演奏しながら、ワークスペース内のスクリーンコントロー m

ルやツールバーの中央のアクティビティモニタなど、MainStageウインドウのさまざまな部分の状態を
確認してみましょう。

「パッチライブラリ」を使ってみる：
「パッチライブラリ」で別のパッチ設定を選択し、パッチを演奏して新しいパッチ設定を試聴してみます。 m

さまざまなパッチ設定を試してみて、サウンドの変化を確認します。
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「パッチリスト」と「パッチインスペクタ」を使ってみる：
「パッチインスペクタ」で、「属性」タブをクリックします。アイコンウェルをクリックして、パッチの新し m

いアイコンを選択します。インスペクタ内のその他のパラメータについては、以降の章で見ていきます。

「パッチリスト」でコンサート（「名称未設定コンサート」アイコン）を選択します。インスペクタが変化 m

して、拍子記号、テンポ、デバイス情報、チューニングなどのコンサートのパラメータが表示されます。

「パッチリスト」でセット（青い「MC SCng」フォルダ）を選択します。インスペクタが変化して、拍子 m

記号、テンポを変更、チューニング方法などのセットのパラメータが表示されます。
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ワークスペースでノブまたはフェーダーのいずれかをクリックします。選択内容が青く強調表示され、イ m

ンスペクタにマッピングやその他のパラメータが表示されます。インスペクタ内のタブをクリックして、そ

れぞれに含まれるパラメータを確認します。

「チャンネルストリップ」領域を使ってみる：
ワークスペースの右側の「チャンネルストリップ」領域には、選択したパッチのチャンネルストリップと、 m

パッチのサウンドに影響するセットまたはコンサートレベルのチャンネルストリップが表示されます。「チャ

ンネルストリップ」領域の左端にポインタを移動して、左または右にドラッグしてサイズを変更します。

チャンネルストリップをクリックします。インスペクタに「チャンネル・ストリップ・ライブラリ」が表示 m

され、さまざまなチャンネルストリップの設定が表示されます。チャンネルストリップを選択した状態で、

「チャンネル・ストリップ・インスペクタ」のその他のタブをクリックして、選択したチャンネルストリップ

のさまざまなパラメータを表示します。
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「レイアウト」モードを使ってみる
「レイアウト」モードでは、ハードウェアデバイスに合わせてスクリーンコントロールを追加および整理し

て、コンサートの視覚的なレイアウトをカスタマイズします。さらに、MIDIハードウェアとコンサートの
スクリーンコントロールとの間の割り当て（コントローラアサインメントと呼ばれる）も行います。

インスペクタ スクリーン・コントロール・パレット
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「レイアウト」モードでは、ワークスペースが画面に大きく表示されるので、レイアウトの編集に集中する

ことができます。「レイアウト」モードでは個々のパッチではなくコンサートのレイアウト全体を操作する

ので、オーディオ出力はありません。

試してみよう
「レイアウト」モードに切り替える：
ツールバーの左上隅にある「レイアウト」をクリックします（またはコマンド＋ 1キーを押します）。 m

ワークスペースを使ってみる：
スクリーンコントロールをクリックします。スクリーンコントロールは、正方形のハンドルの付いた青い長 m

方形に囲まれて強調表示されます。

スクリーンコントロールの中には、グループ化コントロールの一部を構成するものもあります。グループ

化コントロールのメンバーを移動しようとすると、グループ全体が移動します。
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「スクリーン・コントロール・パレット」を使ってみる：
パレット内のタブを 1つずつクリックして、それぞれに使用可能なスクリーンコントロールを確認します。 m

スクリーンコントロールをパレットからワークスペースにドラッグして、新しい位置に移動してみます。青 m

いサイズ変更ハンドルをドラッグして、サイズを変更します。削除するには、Deleteキーを押します。

「スクリーン・コントロール・インスペクタ」を使ってみる：
ワークスペースの左側の「スクリーン・コントロール・インスペクタ」には、現在選択されているスク m

リーンコントロールのパラメータが表示されます。「スクリーン・コントロール・インスペクタ」で、さま

ざまなタイプのスクリーンコントロールを選択して違いを確認してみます。選択されているスクリーンコン

トロールの「カラー」および「テキストラベル」パラメータを変更してみます。スクリーンコントロール

のその他のパラメータについては、以降の章で見ていきます。
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「演奏」モードを使ってみる
「演奏」モードでは、デフォルトでワークスペースがディスプレイ全体に表示されるので、「MainStage」
のライブパフォーマンス用にコンピュータとディスプレイを最適化できます。

試してみよう
「演奏」モードに切り替える：
ツールバーの左上隅にある「演奏」をクリックします（またはコマンド＋ 4キーを押します）。 m

ワークスペースがディスプレイ全体に表示されます。
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パッチを演奏する：
音源を使用して選択したパッチを演奏してみます。キーボードコントローラで演奏する場合は、いくつか m

の音やコードを鳴らし、ワークスペース内のキーボードを観察します。サウンドが聞こえて、キーが演奏

に反応するはずです。エレクトリックギターを演奏している場合は、アンプやパッチ内のその他のエフェ

クトを通してギターの音が聞こえます。演奏しながら右側の出力メーターを確認してみてください。

ハードウェアコントロールを使用する：
キーボード上で、ピッチベンドホイールとモジュレーションホイールを動かします。対応するスクリーンコ m

ントロールが移動して、サウンドに変化が生じます。

ノブ、ロータリーコントロール、スライダ、およびMIDIコントローラ上のその他のコントローラを動かし m

てみます。反応するスクリーンコントロールもありますが、その他のコントローラについては、お使いの

コントローラからのMIDI入力に反応するように最初に設定しておく必要があります。

サスティンペダルがあれば、演奏しながら踏んでみましょう。フットスイッチがあれば、少し間を置いて m

からもう一度踏んでみましょう。
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「ウインドウで演奏」に切り替える：
「表示」＞「ウインドウで演奏」と選択します（またはコマンド＋ 3キーを押します）。 m

ワークスペースの上にはツールバーが表示され、モードを切り替えたり、アクティビティモニタを表示した

り、その他のツールバーボタンにアクセスすることができます。「ウインドウで演奏」ではライブパフォー

マンス用にコンピュータが最適化されますが、ここから Finderにアクセスしたり、開いているほかのア
プリケーションに切り替えることも可能です。
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重要な概念
コンサート：• パフォーマンスに使用するすべてのサウンドや設定、スクリーンコントロールの視覚的な

レイアウト、MIDIハードウェアデバイスとスクリーンコントロールとの間の割り当てに関する情報を保
存した「MainStage」の書類。
パッチ：• MainStageコンサートの個別のサウンドで、音源やエフェクト（またはその両方）を含むチャ
ンネルストリップを格納しています。

ワークスペース：• MainStageウインドウの中央の領域で、コンサートのレイアウトが表示されます。

スクリーンコントロール：• ハードウェアコントロール（ノブ、フェーダー、ボタンなど）の視覚的な表

示。一部のスクリーンコントロールでは、パッチ、パラメータ、システム情報、テキストやイメージを

表示することもできます。

「編集」モード：• MainStageコンサートのパッチを追加、編集、整理するモードです。スクリーンコン
トロールのパラメータやアクションへのマップも行います。

「レイアウト」モード：• コンサートの視覚的なレイアウトを編集するために、スクリーンコントロールを追

加および整理するモードです。MIDIハードウェアデバイスとコンサートとの間の割り当て（コントロー
ラアサインメントと呼ばれる）も行います。

フルスクリーンで演奏：• 「MainStage」のワークスペースが画面全体に表示され、ステージまたはク
ラブの環境で見やすいように表示されます。

ウインドウで演奏：• MainStageウインドウ全体にワークスペースが表示されますが、Finderやツー
ルバーにアクセスすることもできます。
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パッチを追加して整理する

MainStageコンサートの「パッチリスト」にパッチを追加して、整理しま
す。

MainStageコンサートには、1回のパフォーマンスまたは一連のパフォーマンスで使用するすべての
パッチを保持しておくことができます。パッチは、システムの使用可能なメモリ容量が許す限りいくつで

もコンサートに追加できます。

「MainStage」には、ソフトウェア音源、ギターリグ、オーディオエフェクト設定などに対するパッチ設
定の大規模なコレクションである「パッチライブラリ」が含まれています。パッチを追加したら、「パッチ

ライブラリ」でそのパッチのパッチ設定を選択して演奏したり、独自のカスタム設定の開始点として使用

することができます。

準備をする
パッチの追加、整理、編集は「編集」モードで行います。現在のコンサートが別のモードである場合は、

「編集」モードに切り替えてから作業を続けてください。

「編集」モードに切り替える：
ツールバーの左上隅にある「編集」をクリックします（またはコマンドキー＋ 2キーを押します）。 m
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パッチを追加する
デフォルトでは、ほとんどの新規のMainStageコンサートに、少なくとも 1つのパッチが含まれていま
す。パッチを追加すると、「パッチリスト」の選択したパッチの下にこのパッチが表示されます。

試してみよう
パッチを追加する：
「パッチリスト」の右上隅にあるパッチ追加ボタン（＋）をクリックします。 m

「パッチリスト」に新しいパッチが表示されます。「パッチインスペクタ」では「パッチライブラリ」タブが

選択されているので、パッチ設定をすばやく試聴して、新しいパッチ用に選択することができます。「パッ

チライブラリ」に表示されているパッチ設定は、コンサートの作成に使用するコンサートテンプレートの

タイプと一致しています。「KeCbCards」テンプレートを選択した場合は、「パッチライブラリ」にソフト
ウェア音源のパッチが表示されます。「Guitar Rigs」テンプレートを選択した場合は、ギターのアンプ
やエフェクトを含むオーディオのパッチが表示されます。

パッチ追加ボタンをクリックして、
新しいパッチを追加します。



第2章    パッチを追加して整理する 25

パッチ設定を選択する：
「パッチライブラリ」でパッチ設定を選択し、パッチを演奏して新しい設定を試聴してみます。気に入った m

ものが見つかるまで、さまざまなパッチ設定を試してみます。

パッチ設定を選択すると、パッチ名がパッチ設定と一致する名前に変更されます。選択したパッチにカス

タムの名前を付けて識別できるようにすることもできます。

パッチに名前を付ける：
「パッチリスト」でパッチの名前をダブルクリックして、新しい名前を入力します。 m

別のパッチを追加する：
上記の手順に従って、コンサートに 3つ目のパッチを追加します。このパッチには別のパッチ設定を選択 m

し、任意の名前を付けます。
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パッチを選択する
いくつかのパッチをコンサートに追加したら、「パッチリスト」でパッチを選択し、選択したパッチですぐ

に演奏を開始することができます。

試してみよう
「パッチリスト」でパッチを選択する：
「パッチリスト」でパッチをクリックして選択し、選択したパッチの演奏を開始します。 m

新規パッチを選択するときに、いくつかの音にサスティンをかけてみます。それらの音にサスティンをか m

けたままでも、新しいパッチを使用して音を弾くことができます。

「パッチリスト」でパッチを
クリックして選択します。

キーコマンドを使用してパッチを選択する：
「パッチリスト」の次（下）のパッチを選択する場合は、↓キーを押します。 m

「パッチリスト」の前（上）のパッチを選択する場合は、↑キーを押します。 m
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ほとんどのコンサートテンプレートには選択用のスクリーンコントロールが含まれており、これを使用し

てパフォーマンス内のパッチを選択できます。ボタンのスクリーンコントロールを使用すると、前後のパッ

チまたはセットを選択することができます。これらのスクリーンコントロールにハードウェアのボタンを割

り当てることで、「演奏」モードと「フルスクリーン」モードでさまざまなパッチとセットを選択できます。

「パッチリスト」でパッチを整理する
演奏時に簡単にアクセスできるように、パッチを整理することができます。パッチの整理方法は、演奏時

の使用方法によって異なります。「パッチリスト」内のパッチを並べ替えて、使用する順序や必要に応じ

た順序で表示することができます。

また、セットを使用してパッチを整理することもできます。セットは、まとめておきたいパッチをグループ

分けした「フォルダ」のようなものです。たとえば、お気に入りのすべてのリードシンセのパッチを 1つ
のセットに保存したり、1つの曲に使用する複数のパッチをまとめて保存しておくことができます。新し
い空のセットを作成することも、選択したパッチのグループからセットを作成することもできます。

試してみよう
「パッチリスト」でパッチを並べ替える：
パッチを上下にドラッグして順序を入れ替えます。 m

新しい空のセットを作成する：
「パッチリスト」の右上隅のアクションメニューから「新規セット」を選択します。「パッチリスト」に新し m

いセットが表示されます。
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パッチのグループからセットを作成する：

「パッチリスト」で、新しいセットに含めるパッチを選択します。1 

必要なパッチを選択して
新規セットに追加します。
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「パッチリスト」の右上隅のアクションメニューから「選択した項目から新規セット」を選択します。2 

選択したパッチを含む新しいセットが「パッチリスト」に表示されます。

新規の名称未設定セットの中に
パッチが表示されます。

新しいパッチをセットに追加する：

セットまたはセット内のパッチを選択します。1 

パッチ追加ボタン（＋）をクリックします。2 

既存のパッチをセットに移動する：
パッチを「パッチリスト」の別の部分からセットにドラッグします。 m
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パッチを演奏する
パッチが選択されている状態で、MIDIコントローラのいくつかのコントロールを動かしてみます。キー
ボード、モジュレーションホイール、ピッチベンドホイール、サスティンペダルなど、一部のスクリーンコ

ントロールは、設定を行わなくても対応するMIDIメッセージに応答します。

試してみよう
キーボードコントローラで演奏する：
MIDIキーボードコントローラで演奏する場合は、キーボードで音やコードを演奏してみます。モジュレー m

ションホイールとピッチベンドホイールを動かします。ボタンを押したり、コントローラ上のさまざまなノ

ブ、スライダ、ロータリーエンコーダ、その他のコントロールを動かしてみて、ワークスペースのスクリー

ンコントロールが応答するかどうか確認します。

エレクトリックギターを演奏する：
エレクトリックギターを演奏する場合、スクリーンコントロールはギター上のノブに応答しませんが、ギ m

ターが選択したオーディオ入力に接続されていれば、出力メーターにはオーディオ出力が表示されます。

MIDIフットスイッチを使用している場合は、そのフットスイッチを踏んで、ワークスペースの上のMIDI
アクティビティメーターが応答するかどうか確認します。MIDIフットスイッチを使用すると、パッチの変
更を「MainStage」に送信し、MIDIデバイスを使用してパッチのパラメータをリアルタイムに制御する
ことができます。
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マイクを使用して音や声を出す：
マイクやその他の楽器を「MainStage」と組み合わせて使用する場合も、MIDIデバイスを使用して m

パッチの変更を送信し、演奏中にパッチのパラメータを制御することができます。デバイスのコントロー

ルを動かして、ワークスペースの上のMIDIアクティビティメーターが応答するかどうか確認します。

コンサート内のパッチの選択や演奏を続けて、パフォーマンスに使用するサウンドを見つけたり、独自の

カスタムパッチを作成するための開始点として使用します。

重要な概念
パッチ設定：• チャンネルストリップとプラグインパラメータのグループで、パッチのサウンドを定義しま

す。パッチ設定は「パッチライブラリ」で選択します。

パッチリスト：• 「編集」モードのワークスペースの左側の領域で、MainStageコンサート内のパッチと
セットが表示されます。

セット：• 「パッチリスト」内のフォルダで、まとめておきたいパッチのグループを整理するために使用で

きます。
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パッチを編集する

パッチを編集して、独自のカスタムサウンドやエフェクト設定を作成できま
す。

「MainStage」のパッチは、「LCgic PrC」で使用されるのと同じチャンネルストリップ形式に基づいて
います。パッチでは、複数のチャンネルストリップを追加したり、さまざまなチャンネルストリップ設定を

選択したり、「LCgic PrC」の広範囲の音源やエフェクトのプラグインや他社製のプラグインを使用する
ことができます。レイヤーサウンドやキーボードスプリットを作成することもできます。

チャンネルストリップを追加する
パッチには1つ以上のチャンネルストリップが含まれています。複数のチャンネルストリップをパッチに追
加して、レイヤーサウンドやキーボードスプリット作成したり、1つのパッチ内でさまざまなタイプのチャ
ンネルストリップをまとめて使用したりできます。
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チャンネルストリップのタイプ
MainStageコンサートでは、以下のタイプのチャンネルストリップを使用できます：

オーディオ・チャンネル・ストリップ：ギター、音源、マイク、およびコンピュータに接続されているその他 Â
のオーディオデバイスで使用します。

ソフトウェア音源のチャンネルストリップ：キーボードコントローラや、MIDIノートメッセージを送信す Â
るその他のMIDIデバイスで使用します。

外部音源のチャンネルストリップ：外部のハードウェアシンセサイザ、サウンドモジュール、ReWireアプ Â
リケーションを制御するために使用します。

オグジュアリー（Aux）チャンネルストリップ：ほかのチャンネルストリップからのオーディオ出力経路を Â
作成するするために使用したり、マルチ出力音源で使用します。
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「KeCbCards」コンサートを使用する場合は、ソフトウェア音源チャンネルストリップを使用して以下の
作業を実行します。「Guitar Rigs」コンサートを使用する場合は、オーディオ・チャンネル・ストリップ
を使用します。

試してみよう
パッチにチャンネルストリップを追加する：

「パッチリスト」で、操作するパッチを選択します。1 

「チャンネルストリップ」領域の右上隅にあるチャンネルストリップ追加ボタン（＋）をクリックします。2 

「新規チャンネルストリップ」ダイアログで、タイプとして、キーボード演奏の場合は「ソフトウェア音源」、3 
ギター演奏の場合は「オーディオ」を選択します。

「出力」ポップアップメニューから、チャンネルストリップのオーディオ出力を選択します。4 
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以下のいずれかの操作を行います：5 

ソフトウェア音源チャンネルストリップの場合は、「MIDI入力」ポップアップメニューからMIDI入力デ• 
バイスを選択します。（このメニューでは、認識されている入力デバイスは名前が表示され、その他の

デバイスは「キーボード 1」、「キーボード 2」などのように表示されます。）
オーディオ・チャンネル・ストリップの場合は、「フォーマット」ポップアップメニューからモノラルを選• 
択し、「入力」ポップアップメニューからオーディオ入力ソースを選択します。

「作成」をクリックします。6 

「チャンネルストリップ」領域に新しいチャンネルストリップが表示され、強調表示されます。「チャンネ

ル・ストリップ・インスペクタ」がワークスペースの下に表示され、「チャンネル・ストリップ・ライブラ

リ」が表示されます。

オーディオ・チャンネル・ストリップの場合は、音や声を出しながら、チャンネル上のサウンドが聞こえ7 
るようになるまでチャンネルストリップのボリュームフェーダーをゆっくり上げていきます。

オーディオ・チャンネル・ストリップでは、特にマイクを使用している場合に、フィードバックが重要： 
発生する可能性があります。オーディオ・チャンネル・ストリップを追加した場合は、チャンネルストリッ

プの音量は 0 dBに設定され、「フィードバック保護」がオンになり、チャンネルストリップでフィードバッ
クが発生すると警告が表示されるようになります。外部音源のチャンネルストリップを追加した場合は、

チャンネルストリップの音量は 0 dBに設定されますが、「フィードバック保護」はオフになります。
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チャンネルストリップの設定を変更する
「MainStage」で、「チャンネル・ストリップ・ライブラリ」にアクセスできます。ここには事前に設計さ
れたチャンネルストリップ設定のコレクションが格納されています。新しい設定を選択したら、音源、エ

フェクト、その他のパラメータをすばやく変更し、サウンドを好きなようにカスタマイズすることができます。

試してみよう
「チャンネル・ストリップ・ライブラリ」からチャンネルストリップ設定を選択する：
「チャンネルストリップ」領域で、変更するチャンネルストリップを選択します。1 

選択したチャンネルストリップが強調表示されます。

「チャンネル・ストリップ・インスペクタ」で、「チャンネル・ストリップ・ライブラリ」タブをクリックします。2 

「チャンネル・ストリップ・ライブラリ」には、チャンネルストリップで使用可能な設定が表示されます。

チャンネルストリップの内容が、音源カテゴリごとに分けられた連番付きのフォルダに表示されます。コン

ピュータに「GarageBand」またはいくつかの「Jam Pack」をインストールしている場合、「MainStage」
の設定の下に、その設定項目も表示されます。
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左側のカラムでカテゴリをクリックしてから、右側のカラムでサブカテゴリをクリックし、目的の設定を表3 
示します。

新しいチャンネルストリップ設定をクリックします。4 

パッチを演奏します。さまざまなチャンネルストリップ設定を試してみて、サウンドの変化を確認します。5 

プラグインを追加する
パッチやチャンネルストリップ設定に含まれるプラグインのほかに、個別のプラグインをチャンネルス

トリップに追加し、カスタムサウンドに「直接つながる」ようにプラグインパラメータを調整できます。

「MainStage」のチャンネルストリップにプラグインを追加する方法は、「LCgic PrC」の場合とまった
く同じです。

試してみよう
チャンネルストリップにエフェクトプラグインを追加する：
チャンネルストリップで空のインサートスロットのいずれかをクリックして、「プラグイン」メニューからエ m

フェクトカテゴリを選択し、サブメニューからエフェクトを選択します。

ソフトウェア音源のチャンネルストリップの音源プラグインを変更する：
ソフトウェア音源のチャンネルストリップの音源スロットをクリックして、「プラグイン」メニューから音源 m

カテゴリを選択し、サブメニューからエフェクトを選択します。

別のプラグイン設定を選択する：
プラグインを含むインサートスロットか音源スロットをクリックして、ワークスペースの下の「プラグイン・ m

ライブラリ」から新しいプラグイン設定を選択します。
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プラグイン設定を調整する：
プラグインを含むインサートスロットか音源スロットをダブルクリックして、プラグインウインドウでさまざ m

まなコントロールを調整してみます。コンサートを開いている間の変更内容は保存されます。チャンネル

ストリップとプラグインパラメータへの変更を永続的に保存するには、コンサートを閉じる前に保存しま

す。
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キーボードスプリットを作成する
ソフトウェア音源のチャンネルストリップをパッチに追加すると、MIDI全体のキーボード範囲（C–2から
G8）を超えて広がります。同じ範囲に複数のチャンネルストリップが存在すると、それらがレイヤーサウ
ンドになります。パッチ内にはキーボードスプリットを簡単に作成できるため、異なるチャンネルストリッ

プでキーボードのさまざま部分をカバーできます。キーボードスプリットを作成するには、各チャンネルス

トリップのキー範囲を定義します。

キー範囲にはフローティング・スプリット・ポイントを設定でき、これがある場合、キー範囲の両端のノー

トは、キー範囲の境界に達しても演奏するキーによって変わります。

試してみよう
「レイヤーエディタ」を開く：

レイヤーのパッチを選択するか、チャンネルストリップを既存のパッチに追加します。1 

「チャンネルストリップ」領域で、最初の（左端の）チャンネルストリップを選択します。2 

ワークスペースの下に「チャンネル・ストリップ・インスペクタ」が表示されます。
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「チャンネル・ストリップ・インスペクタ」で、「レイヤーエディタ」タブをクリックします。3 

「レイヤーエディタ」には、パッチ内のチャンネルストリップごとに水平のカラーレイヤーが表示されます。

選択したチャンネルストリップのレイヤーが強調表示されます。

キーボードスプリットを作成する：
ポインタをレイヤーの左端に移動し、レイヤーを左または右にドラッグしてレイヤーの「低音キー」を設 m

定します。

ポインタをレイヤーの右端に移動し、レイヤーを左または右にドラッグしてレイヤーの「高音キー」を設 m

定します。

フローティング・スプリット・ポイントを定義する：
「低音キー」の「フローティング」値スライダに値を入力します。スプリットに使用するノート数を設定す m

るには、整数値を入力するか、矢印をクリックして値を増減させるか、スライダをドラッグします。
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「低音キー」の「フローティングスプリット」値スライダと同じ方法で、「高音キー」の「フローティング」 m

値スライダに値を入力します。

これで、「低音キー」のノートに向かって下降するフレーズを演奏したり、「高音キー」のノートに向かっ

て上昇するフレーズを演奏すると、フローティング・スプリット・ポイントで定義した半音数だけ、演奏

に合わせてキー範囲が広がります。

重要な概念
キー範囲：• ソフトウェア音源のチャンネルストリップでは、受信するMIDIノートがキー範囲によって定
義されます。このMIDIノートがソフトウェア音源のジェネレータを使用してサウンドを作り出します。
キー範囲が重なる 2つの音源によってレイヤーが作成されます。
キーボードスプリット：• 複数のチャンネルストリップ（隣接するキー範囲）を含むパッチで、演奏する

ノートに応じて異なる音源でサウンドが作り出されます。



4

43

コントローラアサインメントを登録する

コントローラアサインメントを登録することで、ハードウェアMIDIデバイス
とMainStageコンサートとの間の接続を行います。

MainStageコンサートには、MIDIハードウェアデバイスのどのノブ、スライダ、およびその他のコント
ロールが、ワークスペースのスクリーンコントロールを制御するかという、対応関係に関する情報が含

まれています。ハードウェアコントロールをワークスペースのスクリーンコントロールに割り当てることに

よって、MIDIハードウェアとコンサートの接続を行います。同じ音楽装置を使っている限り、コントロー
ラアサインメントはコンサートごとに 1回だけ行います。

「MainStage」は多くの一般的なMIDIデバイスを認識し、認識したハードウェアコントロールにいくつ
かのスクリーンコントロールを自動的に割り当てます。多くの一般的なキーボードコントローラでは、ピッ

チベンドホイール、モジュレーションホイール、サスティンペダルはそれ以上の設定を行わなくても機能

します。その他のコントロールについては、MainStageコンサートでスクリーンコントロールの操作に
使用する前に、まずコントローラアサインメントを登録する必要があります。
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コントローラアサインメントを登録する
「登録」処理によってハードウェアコントロールをスクリーンコントロールにすばやく割り当てることがで

きます。これは「LCgic PrC」でコントロールサーフェス用にコントローラアサインメントを登録する操作
に似ています。

準備をする
MIDIハードウェアデバイスがコンピュータに接続されており、動作中であることを確認します。 m

デバイス上でコントロールを動かして、「MainStage」がデバイスからのMIDI入力を受信していること m

をアクティビティモニタで確認します。

試してみよう

「スクリーン・コントロール・インスペクタ」でコントローラアサインメントを登録する：

ツールバーの「レイアウト」ボタンをクリックします（またはコマンド＋ 1キーを押します）。「MainStage」1 
が「レイアウト」モードに切り替わります。

ワークスペースで、登録するスクリーンコントロールを選択します。2 

選択したコントロールが青い長方形に囲まれて強調表示されます。
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コマンド＋ Lキーを押します。3 

「スクリーン・コントロール・インスペクタ」の「アサイン」ボタンが赤く光ります。

スクリーンコントロールの周囲の長方形が赤くなり、処理がアクティブになったことを示します。

MIDIデバイスで、アサインを行うコントロールを動かします。フェーダーとノブを範囲内いっぱいに動4 
かして、各コントロールから送信されたMIDIメッセージのタイプを「MainStage」が正しく登録できる
ようにボタンを 3回ゆっくりと押します。

「スクリーン・コントロール・インスペクタ」のいくつかの値が変化して、スクリーンコントロールによっ

て登録されたハードウェアコントロールのタイプを反映します。アクティビティモニタには、受信された

MIDIメッセージが表示されます。

その他のコントローラアサインメントを登録するには、別のスクリーンコントロールを選択し、そこにア5 
サインしたいハードウェアコントロールを動かします。処理がアクティブになっている間は、何度でもア

サインメントを登録できます。

コントロールのアサインが完了したら、もう一度コマンド＋ Lキーを押します。6 
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「アサインメントとマッピング」タブでコントローラアサインメントを登録する：

ツールバーの「編集」ボタンをクリックします（またはコマンド＋ 2キーを押します）。1 

「MainStage」が「編集」モードに切り替わります。

「アサインメントとマッピング」タブを選択します。2 

「アクション」メニューで、「新規アサインメント」を選択します。3 

新しい黒い行が表に追加されます。

「アサインとマップ」ボタンをクリックします。4 

アサインしたいハードウェアコントロールを動かします。5 

行がアップデートされ、新しいアサインメントが表示されます。

その他のコントローラアサインメントを登録するには、「新規アサインメント」を選択し、そこにアサイン6 
したいハードウェアコントロールを動かします。処理がアクティブになっている間は、何度でもアサイン

メントを登録できます。

コントロールのアサインが完了したら、「アサインとマップ」ボタンをクリックします。7 

重要な概念
レイアウト：•  「MainStage」ワークスペースでハードウェアコントロールを視覚的に表現したもの。

コントローラアサインメント：• ハードウェアMIDIデバイスとMainStageコンサートとの間を接続する
処理で、コンサート内のスクリーンコントロールが、デバイスから送信されたMIDIメッセージを受信
して応答します。

「登録」処理：• スクリーンコントロールを選択して、そこに割り当てたいハードウェアコントロールを動

かすことで、コントローラアサインメントを登録するためのモード。
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スクリーンコントロールをマップする

MIDIハードウェアデバイスと「MainStage」のスクリーンコントロールと
の間の接続を行ったら、スクリーンコントロールをパッチ内のチャンネルスト
リップやプラグインパラメータにマップして、演奏時にリアルタイムでパッチ
を変更できるようにします。

スクリーンコントロールをコンサートのパッチ内のさまざまなパラメータにマップすることで、各パッチに

必要なパラメータを正確に制御できるようになります。1つのスクリーンコントロールを同じパッチ内の
複数のパラメータにマップしたり、スクリーンコントロールを「MainStage」のアクションにマップする
と、パッチの選択、テンポの変更、チューナーの使用、情報の表示、その他の機能の実行が可能になり

ます。
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スクリーンコントロールをパラメータにマップする
コンサートのパッチのサウンドをカスタマイズしたら、「MainStage」のスクリーンコントロールをチャン
ネルストリップやプラグインパラメータにマップして、これらをリアルタイムに制御することができます。

試してみよう
スクリーンコントロールをチャンネルストリップやプラグインパラメータにマップする：

ワークスペースで、マップするスクリーンコントロールをクリックします。1 

スクリーンコントロールが青く強調表示されます。ワークスペースの下に「スクリーン・コントロール・

インスペクタ」が表示されます。

「アサインメントとマッピング」タブでもスクリンコントロールを選択できます。ヒント : 

コマンド＋ Lキーを押します。2 

「スクリーン・コントロール・インスペクタ」で、マッピングのタブが選択されます。（マッピングが存在し

ない場合は、「マッピングなし」と表示されます。それ以外の場合は現在のマッピングの名前が表示され

ます。）「パラメータをマップ」ボタンが赤色になり、マッピングがアクティブであることを示します。「パ

ラメータマッピング」ブラウザには、マッピングに使用できるパラメータが表示されます。
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スクリーンコントロールをチャンネル・ストリップ・パラメータにマップするには、チャンネルストリップ3 
でマップするパラメータをクリックします。

スクリーンコントロールをプラグインパラメータにマップするには、プラグインの入力スロットまたはイン4 
サートスロットをダブルクリックしてプラグインウインドウを開き、マップするパラメータをクリックします。

スクリーンコントロールが選択したパラメータにマップされ、「マッピングなし」タブにパラメータの名前

が表示されます。マッピングがアクティブになっている間は、追加のスクリーンコントロールをワークス

ペース内で選択し、マップ先のチャンネルストリップかプラグインパラメータを選択することで、引き続き

スクリーンコントロールをマップすることができます。

パラメータのマッピングが完了したら、もう一度コマンド＋ Lキーを押します。5 
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スクリーンコントロールをアクションにマップする
チャンネルストリップやプラグインパラメータだけでなく、スクリーンコントロールをアクションにマップす

ることもできます。アクションとは、パッチやセットを選択したり、チューナーやメトロノームをオン／オ

フにしたり、新しいテンポをタップしたり、パッチのパラメータやその他の情報を表示したり、スクリー

ンコントロールを使用してその他の機能を実行したりする「MainStage」に固有の機能です。

試してみよう
スクリーンコントロールをアクションにマップする：

ワークスペースで、マップするスクリーンコントロールをクリックします。1 

「スクリーン・コントロール・インスペクタ」で、「マッピングなし」タブをクリックします。2 

「パラメータマッピング」ブラウザの左側のカラムで、「アクション」フォルダをクリックします。3 

2番目のカラムに使用可能なアクションが表示されます。

「アクション」フォルダをクリックして、
アクションを表示して選択します。

「パラメータマッピング」ブラウザでアクションを選択します。4 
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スクリーンコントロールを複数のパラメータにマップする
1つのスクリーンコントロールを使用して複数のパラメータを変更することができます。1つのスクリーン
コントロールを複数のパラメータにマップすることを、マルチマッピングと呼びます。

試してみよう
スクリーンコントロールにマッピングを追加する：
マップされたスクリーンコントロールを選択して、「スクリーン・コントロール・インスペクタ」の右上隅 m

のマッピング追加（＋）ボタンをクリックして、「パラメータマッピング」ブラウザからマップするパラメー

タを選択します。

スクリーンコントロールのすべてのマッピングを表示する：
「スクリーン・コントロール・インスペクタ」で、「マッピング」タブを選択します。 m
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パラメータグラフを編集する
マップされたパラメータには、それぞれパラメータグラフが表示されます。このグラフを編集して、出力

値をパラメータの範囲に沿った別の入力値に再マップすることができます。

編集のためにパラメータグラフを表示する：

「スクリーン・コントロール・インスペクタ」で、編集するマッピングのタブをクリックします。1 

「グラフ」ボタンをクリックします。2 

パラメータのグラフが新しいウインドウに表示されます。
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パラメータグラフを編集する：
ウインドウ上部の正方形のボタンのいずれかをクリックして、プリセットカーブのいずれかにグラフを設定 m

します。

カーブ上の点をクリックし、ノードを上下にドラッグして出力値を変更します。ポイントを左右にドラッグ m

して、入力値を変更します。

ポイントをダブルクリックして、プレシジョンエディタに X座標とX座標を入力します。 m

「反転」ボタンをクリックして、X（入力）軸に沿ってグラフを反転させます。 m

「デフォルトに戻す」ボタンをクリックして、グラフを元の状態に戻します。 m

ポイントを削除するには、削除するポイントをクリックしてDeleteキーを押します。 m

操作が完了したら、グラフウインドウの左上隅の「閉じる」ボタンをクリックして、グラフを閉じます。 m
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重要な概念
マッピング：• スクリーンコントロールとチャンネルストリップまたはプラグインパラメータを接続するもの

で、これによってスクリーンコントロールを使用してパラメータの値を変更できるようになります。

アクション：• スクリーンコントロールによって制御できるアクションに対する「MainStage」の機能。
「MainStage」のアクションは、「パラメータマッピング」ブラウザの「アクション」フォルダで使用
することができ、パッチやセットの選択、テンポのタップ、チューナーの表示、トランスポート情報の

表示などさまざまな機能が含まれています。

グラフ：• パラメータ値の範囲を視覚的に表したもの。「MainStage」にはトランスフォーム、ベロシ
ティスケーリング、およびパラメータグラフが含まれており、これらを編集して入力値を別の出力値に

再マップすることができます。
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コンサートとセットを操作する

コンサートのテンポを定義し、コンサート全体の音量を制御して、コンサー
トレベルでチャンネルストリップを追加してすべてのパッチで使用できるよう
にすることができます。

また、セットのパラメータを編集し、そのセットを使用してテンポを変更して、セットレベルでチャンネル

ストリップを追加してセット内のすべてのパッチで使用できるようにすることもできます。

コンサート全体の音量を調整する
MainStageコンサートにはそれぞれ、出力チャンネルストリップとマスター・チャンネル・ストリップが
含まれ、これによりコンサート全体の音量を制御できます。マスター・チャンネル・ストリップでは、常

にコンサート全体の出力音量を制御します。コンサートに複数の出力チャンネルストリップがある場合、

各出力チャンネルストリップにより、特定の（モノラルまたはステレオの）物理的な出力の音量を制御し

ます。出力チャンネルストリップおよびマスター・チャンネル・ストリップを使用すると、LCgic PrCプロ
ジェクト全体の音量を制御するのと同じ方法で、コンサート全体の音量を制御できます。

試してみよう
コンサート全体の音量レベルを調整するには：

「パッチリスト」でコンサートアイコンを選択します。1 

ワークスペースでフェーダーのスクリーンコントロールを選択します。（存在しない場合は、追加してく2 
ださい。）
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「スクリーン・コントロール・インスペクタ」に「マッピングなし」というタイトルの新しいタブが表示さ

れます。タブが選択され、インスペクタに「パラメータマッピング」ブラウザが表示されます。

「パラメータマッピング」ブラウザの左端のカラムで、「出力 1～ 2」を選択します。3 

右側のカラムで「音量」を選択します。4 

フェーダーのスクリーンコントロールに割り当てられたフェーダーをドラッグします。フェーダーを動かす5 
ことでコンサートの音量が変化することを確認します。
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コンサートのテンポを定義する
各コンサートにはテンポがあり、このテンポは演奏中にさまざまな方法で変更することができます。テン

ポは時間ベースのプラグインパラメータ（ディレイ時間など）を制御し、シーケンスが重要なプラグイン

（「PlaCback」や「ReWire」アプリケーションなど）に影響を与えます。

コンサートを開いたときには、「コンサートインスペクタ」のテンポ設定がテンポとして使用されます。テ

ンポを変更するには、独自のテンポ設定を持つパッチまたはセットを設定するか、テンポをタップします。

テンポを変更すると、テンポをもう一度変更するかコンサートを閉じるまで、「MainStage」はそのテン
ポを使用します。

試してみよう
コンサートの初期テンポを設定する：

「パッチリスト」でコンサートアイコンを選択します。1 

「コンサートインスペクタ」で、「テンポ」スライダをドラッグするか、値スライダを使用して値を変更します。2 

「テンポ」スライダをドラッグするか …

… 値スライダを使用して
テンポを設定します。

コンピュータのキーボードでテンポをタップする：
目的のテンポでCCntrCl＋ Tキーを何回か押します。 m
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「タップテンポ」ボタンでテンポをタップする：
ツールバーの「タップテンポ」ボタンを、目的のテンポで何回かクリックします。 m

パッチを選択してテンポを変更する：

テンポの変更に使用するパッチを選択します。1 

「パッチインスペクタ」で、「一般」タブを選択します。2 

「テンポを変更」チェックボックスを選択します。3 

「テンポを変更」の値スライダを使用して、パッチのテンポを設定します。4 

「テンポを変更」チェックボックスをク
リックして、スライダをドラッグします。

パッチを選択すると、「テンポを変更」スライダの値セットにテンポが変更されます。
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コンサート全体のエフェクトを追加する
リバーブやディレイなど、コンサート全体のエフェクトを、センドやオグジュアリーチャンネル（Aux）を
使って追加できます。パッチ内のチャンネルストリップのセンドスロットでセンドを選択すると、対応する

オグジュアリー（Aux）チャンネルストリップがコンサートレベルで表示されます。Auxにエフェクトを挿
入すると、信号を Auxに送っているチャンネルストリップにそのエフェクトを適用できます。

試してみよう
チャンネルストリップの信号をAuxに送る：
「パッチリスト」で、コンサート全体にエフェクトをかけるパッチを選択します。1 

「チャンネルストリップ」領域で、最初のチャンネルストリップ（Aux以外）のセンドスロットのいずれ2 
かをクリックして、メニューから「Bus 3」を選択します。

「センド」メニューから
バスを選択します。
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スロットの横のセンドノブをドラッグし、バスを通ってAuxに送る信号の量を設定します。3 

「チャンネルストリップ」領域に、新しいオグジュアリー・チャンネル・ストリップの「Aux 3」が表示さ
れます。

コンサート全体のエフェクトをAuxに追加する：
「Aux 3」チャンネルストリップのいずれかのインサートスロットをクリックして、「エフェクト」メニューか m

らエフェクトを選択します。さまざまなエフェクトを試してみて、パッチのサウンドがどのように変わるの

か確認します。

インサートスロットのエフェクトをダブルクリックしてプラグインウインドウを開き、プラグインウインドウ m

内のパラメータを調整します。

別のパッチを選択して、パッチ内のチャンネルストリップのいずれかのセンドスロットをクリックします。 m

Bus 3（Aux 3）は、コンサート内のどのパッチのチャンネルストリップにも追加できます。

「シグナル・フロー・チャンネル・ストリップを表示」が有効な場合、コンサート全体のエフェクトを Aux
にパッチレベルで追加することもできます。
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セットレベルのチャンネルストリップを追加する
セットレベルでチャンネルストリップを追加して、セットレベルのチャンネルストリップをセット内のそれぞ

れのパッチと一緒に演奏することができます。この方法は、1曲内または何曲かのグループ内で同じ低
音楽器を使用したいような場合に役立ちます。セット内のすべての曲にパッチを配置し、セットレベルで

チャンネルストリップを追加して、セットレベルのチャンネルストリップに低音楽器を追加することができ

ます。1オクターブ低い音だけが鳴るように低音楽器のキー範囲を設定して、使用するパッチと合わせて
演奏することができます。

セットレベルでチャンネルストリップを追加すると、セット内のどのパッチのチャンネルストリップよりもこ

ちらが優先されるようになります。たとえば、ソフトウェア音源のチャンネルストリップをセットレベルで

追加したら、そのソフトウェア音源は、コンサート全体のソフトウェア音源と同じキー範囲にあるセット内

のすべてのパッチのソフトウェア音源に対して優先されます。セットレベルの音源のキー範囲は、演奏す

るパッチのキー範囲と重複しないように定義することができます。

試してみよう
セットレベルでチャンネルストリップを追加する：

「パッチリスト」でセットを選択します。1 

「チャンネルストリップ」領域の上部にあるチャンネルストリップ追加（＋）ボタンをクリックします。2 

「新規チャンネルストリップ」ダイアログで、作成するチャンネルストリップのタイプを選択します。3 

「出力」ポップアップメニューから、チャンネルストリップのオーディオ出力を選択します。4 

オーディオ・チャンネル・ストリップの場合は、「フォーマット」ポップアップメニューからモノラルかス5 
テレオを選択し、「入力」ポップアップメニューからオーディオ入力を選択します。

「作成」をクリックします。6 
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コンサートレベルおよびセットレベルのマッピングを上書きする
デフォルトでは、コンサートレベルで（パラメータとアクションに）適用したマッピングは、コンサート内

の個々のパッチまたはセットへのマッピングよりも優先されます。スクリーンコントロールをコンサートレ

ベルのパラメータ（マスター音量など）にマップした場合、コンサートレベルのマッピングを上書きする

場合を除き、そのスクリーンコントロールをパッチやセットのパラメータまたはアクションにマップするこ

とはできません。

同じく、セットレベルで適用したマッピングは、セット内のパッチのマッピングよりも優先されます。スク

リーンコントロールをセットレベルのパラメータ（セットレベルのチャンネルストリップのエフェクトなど）

にマップした場合、セットレベルのマッピングを上書きする場合を除き、そのスクリーンコントロールを

セット内のパッチのパラメータまたはアクションにマップすることはできません。

スクリーンコントロールを別のレベルでマップすると、「スクリーン・コントロール・インスペクタ」のパラ

メータは淡色表示され、無効になります。個々のパッチ用にコンサートレベルおよびセットレベルのマッ

ピングを上書きし、パッチレベルでスクリーンコントロールをマップできます。
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試してみよう
スクリーンコントロールのコンサートレベルのマッピングを上書きする：
「GlCbal EQ」スクリーンコントロールのいずれかを選択して、「スクリーン・コントロール・インスペク m

タ」で「コンサートのマッピングを上書き」チェックボックスを選択します。

チェックボックスを選択して、コンサートレベルの
マッピングを上書きします。

「スクリーン・コントロール・インスペクタ」のパラメータが有効になります。

パッチのセットレベルのマッピングとその他のパラメータを上書きする：

セットレベルのマッピングを上書きするパッチを選択します。1 

「スクリーン・コントロール・インスペクタ」で「セットのマッピングを上書き」チェックボックスを選択2 
します。

「パラメータマッピング」セクションが有効になり、パラメータをマップできるようになります。
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重要な概念
コンサートレベル：• ここでは、コンサート全体に対して、パラメータの編集とチャンネルストリップの追

加や編集を行います。

セットレベル：• ここでは、セットに対して、パラメータの編集とチャンネルストリップの追加や編集を行

います。

テンポ：• コンサートのテンポは 1つだけです。テンポを変更するには、「テンポを変更」設定でパッチ
またはセットを選択するか、新しいテンポをタップするか、「タップテンポ」アクションにマップされた

スクリーンコントロールを使用します。

上書き：• デフォルトでは、コンサートレベルの設定（マッピングやキー範囲など）は、対応するパッチ

レベルの設定やセットレベルの設定よりも優先されます。セットレベルの設定は、セット内の個々の

パッチの対応する設定よりも優先されます。個々のパッチ（またはセット）用にコンサートレベルまた

はセットレベルの設定を上書きして、選択した設定が優先されるようにすることができます。
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コンサートのレイアウトを編集する

ワークスペースのスクリーンコントロールを視覚的に整理して、コンサート
のレイアウトを作成することができます。

MainStageコンサートにはそれぞれレイアウトが含まれています。レイアウトは、ワークスペースのスク
リーンコントロールを視覚的に整理したもので、ハードウェアデバイスのノブ、スライダ、その他のコン

トロールによるスクリーンコントロールの制御の対応関係に関する情報も含まれています。

コンサートのレイアウト変更は「レイアウト」モードで行います。音楽用の機材に合わせてスクリーン

コントロールを追加して整理したり、表示サイズを最適化したり、MIDIハードウェアのコントロールと
コンサートのスクリーンコントロールとの間の割り当てを行うことができます。

スクリーンコントロールは、MainStageコンサート内のオブジェクトで、ハードウェアデバイス上の物理
コントロールに対応します。スクリーンコントロールには、パッチ、パラメータ、その他の情報を表示し

たり、テキストやイメージを含めることもできます。

「スクリーン・コントロール・パレット」ではスクリーンコントロールをコンサートに追加し、「スクリーン・

コントロール・インスペクタ」ではレイアウトのパラメータを編集することができます。
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MainStageレイアウトで使用できるスクリーンコントロールには、3つのタイプがあります。パネルコン
トロール、シェルフコントロール、グループ化コントロールです。「スクリーン・コントロール・パレット」

には、これらのタイプごとのタブがあります（「パネルコントロール」タブ、「シェルフコントロール」タ

ブ、「グループ化コントロール」タブ）。パネルコントロールは 2次元空間に配置され、シェルフコント
ロールは調整可能なシェルフの上に 3次元で表示されます。

スクリーンコントロールを追加する
テンプレートから作成するコンサートに、使用するすべてのハードウェアコントロールが含まれていない

場合、スクリーンコントロールをワークスペースに追加することができます。パッチ、パラメータ、システ

ム情報を表示するためにスクリーンコントロールを追加することもできます。

試してみよう
「レイアウト」モードに切り替える：
「レイアウト」モードになっていない場合は、MainStageウインドウの左上隅の「レイアウト」ボタンを m

クリックして、「レイアウト」モードに切り替えます。

スクリーンコントロールを追加する：
スクリーンコントロールを、「スクリーン・コントロール・パレット」からワークスペース内の配置場所ま m

でドラッグします。ワークスペース内でスクリーンコントロールをドラッグすると、配置ガイドが表示され、

スクリーンコントロールをワークスペース内のほかの項目と揃えやすくなります。

スクリーンコントロールのコピーを作成する：
OptiCnキーを押したままスクリーンコントロールをワークスペース内の別の場所にドラッグします。 m
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スクリーンコントロールを整理する
スクリーンコントロールを移動したりサイズ変更して、ハードウェアコントロールとぴったり合わせること

ができます。スクリーンコントロールを整列、配置、グループ化してレイアウトを維持し、さまざまな方

法でアピアランスを編集することができます。

準備をする
前のセクションで説明した手順でいくつかの異なるスクリーンコントロールをワークスペースに追加する m

か、さまざまなスクリーンコントロールを含むコンサートを開きます。

試してみよう
スクリーンコントロールを移動する：
スクリーンコントロールをワークスペース内の別の場所にドラッグします。 m

Shiftキーを押したまま複数のスクリーンコントロールを選択し、これらをまとめて移動します。 m

複数のスクリーンコントロールを「ラバーバンド」選択でまとめてから、移動します。 m

スクリーンコントロールのサイズを変更する：

ワークスペースでスクリーンコントロールを選択します。1 

青いサイズ変更ガイドが、スクリーンコントロールの上に表示されます。
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青いサイズ変更ガイドをドラッグして、スクリーンコントロールのサイズを変更します。2 

スクリーンコントロールのサイズ
を変更するには、外側のハンドル
をドラッグします。

スクリーンコントロールのテキスト表示領域のサイズを変更する：

ワークスペースでスクリーンコントロールを選択します。1 

内側のサイズ変更ガイドをドラッグして、テキスト表示領域を広げます。2 

外側のサイズ変更ガイドをドラッグして、コントロール全体のサイズを拡大します。3 

テキスト領域のサイズを変更するには、
内側のガイドをドラッグします。
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ハードウェアの設定を模倣して、一連のスクリーンコントロールを整理し、ワークスペース内で整列させ

ることをお勧めします。「レイアウト」モードでは、ワークスペースにボタンのパレットが表示され、選択

した複数のスクリーンコントロールを簡単に整列して配置できるようになっています。

「レイアウト」モードからほかのモードに切り替えるときに重なっているコントロールが存在する参考： 
と、警告が表示され、これらのコントロールを強調表示させて調整するかどうかを尋ねられます。

揃えボタン

均等に配置ボタン
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選択したスクリーンコントロールを整列する：
スクリーンコントロールの上端を縦方向に揃えるには、「上揃え」ボタンをクリックします。 m

スクリーンコントロールの中央を縦方向に揃えるには、「中央揃え（縦方向）」ボタンをクリックします。 m

スクリーンコントロールの下端を縦方向に揃えるには、「下揃え」ボタンをクリックします。 m

スクリーンコントロールの左端を横方向に揃えるには、「左揃え」ボタンをクリックします。 m

スクリーンコントロールの中央を横方向に揃えるには、「中央揃え（横方向）」ボタンをクリックします。 m

スクリーンコントロールの右端を横方向に揃えるには、「右揃え」ボタンをクリックします。 m

選択したスクリーンコントロールを均等に配置する：
スクリーンコントロールを縦方向に均等配置するには、「中心を均等に配置（縦方向）」ボタンをクリック m

します。

スクリーンコントロールを横方向に均等配置するには、「中心を均等に配置（横方向）」ボタンをクリック m

します。
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シェルフコントロールのシェルフのアングルを調整する：

ワークスペースで、シェルフコントロールを選択します。1 

コントロールのシェルフ用に白い配置ガイドが表示されます。

下の配置ガイド（シェルフコントロールの前面に沿って引かれた白線）を下方向にドラッグしてアングル2 
を上げたり（シェルフコントロールを上から見た感じにしたり）、上方向にドラッグしてアングルを下げ

たり（コントロールを前から見た感じにしたり）します。

シェルフを上下に動かす：

シェルフ上のスクリーンコントロールを 1つ選択します。1 

シェルフの配置ガイドが表示されます。

上の配置ガイド（シェルフコントロールの後部に沿って引かれた白線）にポインタを置きます。2 

ポインタが移動ポインタ（横線に上下の矢印が付いたポインタ）になります。

上の配置ガイドをドラッグし、シェルフを新しい位置に移動します。3 
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スクリーンコントロールをグループ化する
複数のスクリーンコントロールをグループにまとめることができます。グループ化したスクリーンコント

ロールは、まとめて移動したりサイズ変更することができます。グループ化したスクリーンコントロール

の周囲には、背景が表示されます。背景のアピアランスは、パネルまたはイメージを選択することで変

更できます。

パネルとシェルフのスクリーンコントロールをグループ化したり、異なるシェルフのスクリーンコン参考： 
トロールをグループ化することはできません。

試してみよう
スクリーンコントロールをグループ化する：

グループ化する複数のスクリーンコントロールをワークスペース内で整理します。1 

Shiftキーを押したままクリックするか、「ラバーバンド」選択で、複数のスクリーンコントロールを選択2 
します。

ワークスペースの左端にある「グループ化」ボタンをクリックします。3 

「グループ化」ボタン

「グループ解除」ボタン

スクリーンコントロールがグループ化され、その周囲には背景が表示されます。

グループ化コントロールを移動する：
グループ化コントロールの任意の部分をドラッグします。 m

グループ化コントロールのサイズを変更する：
グループ化コントロールの背景をクリックし、グループ化コントロールの周囲の点線をドラッグしてサイズ m

を変更します。
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グループのメンバーを個別に移動したりサイズ変更する：
コマンドキーを押したまま、グループ化コントロールのメンバーを移動したり、サイズを変更します。 m

コマンドキーを押したまま
ドラッグして、グループ化
コントロールのメンバーの
サイズを変更します。

操作が完了したら、コマンドキーを放します。

背景パネルを変更する：
「スクリーン・コントロール・インスペクタ」で、パネルウェルをクリックし、表示されるメニューから新 m

しいパネルを選択します。

背景にイメージを表示する：

「イメージ」ボタンを選択します。1 

以下のいずれかの操作を行います：2 

イメージをイメージウェルにドラッグします。• 
「選択」ボタンをクリックして、「イメージを開く」ダイアログで使用するイメージを選択し、「イメージ• 
を選択」をクリックします。
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レイアウトパラメータを編集する
「レイアウト」モードでスクリーンコントロールを選択すると、スクリーンコントロールのパラメータが「ス

クリーン・コントロール・インスペクタ」に表示され、そこで値を編集できます。スクリーンコントロール

のパラメータでは、コントロールによって受信されるMIDIメッセージのタイプ、そのアピアランス、テキ
スト表示を制御します。大部分のスクリーンコントロールは共通のパラメータを共有していますが、一部

では異なるパラメータを使用します。

試してみよう
スクリーンコントロールのパラメータを編集する：

ワークスペースでスクリーンコントロールを選択します。1 

「スクリーン・コントロール・インスペクタ」で、以下のいずれかの操作を行います：2 

「アピアランス」セクションで、「カラー」ポップアップメニューをクリックして、スクリーンコントロール• 
のアクティブな領域に別の色を選択します。

「テキストラベル」セクションで、「カラー」ポップアップメニューをクリックして、スクリーンコントロー• 
ルのテキストに別の色を選択します。テキスト揃えのボタンの 1つをクリックして、テキストの揃えか
たを変更します。

スクリーンコントロールのパラメータの編集方法については、「MainStageユーザーズマニュアル」の
「レイアウトモードで操作する」を参照してください。
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MainStageウインドウをカスタマイズする
MainStageウインドウは、操作方法に合わせてさまざまな方法でカスタマイズできます。

試してみよう
ワークスペースを上下にサイズ変更する：
ワークスペースとインスペクタの間の領域にポインタを移動して、上下にドラッグしてワークスペースの m

サイズを変更します。

ワークスペースを左右にサイズ変更する：
ワークスペースとチャンネルストリップの間の領域にポインタを移動して、左または右にドラッグしてワー m

クスペースのサイズを変更します。

インスペクタを表示／非表示にする：
「表示」＞「インスペクタ」と選択します（またはコマンドキー＋ 5キーを押します）。 m

「チャンネルストリップ」領域を表示／非表示にする：
「表示」＞「チャンネルストリップ」と選択します（またはコマンドキー＋ 6キーを押します）。 m

ツールバーで「チャンネルストリップ」ボタンをクリックします。 m
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重要な概念
パネルコントロール：•  パネルコントロールは、ワークスペース内の 2次元平面（パネル）に表示され
ます。パネルコントロールは、ワークスペース内の任意の場所に移動できます（ただし、移動先はシェ

ルフコントロールのシェルフ以外）。パネルコントロールには、ノブ、フェーダー、ボタン、ドラムパッ

ドなどが含まれます。

シェルフコントロール：• シェルフコントロールを追加すると、3次元のシェルフ上に表示されます。シェ
ルフを移動したり、シェルフのアングルを調節したり、1つのシェルフ上に複数のシェルフコントロール
を配置することができます。シェルフコントロールには、キーボード、モジュレーションホイール、ピッ

チベンドホイール、フットペダルなどが含まれます。

グループ化コントロール：• グループ化コントロールは、個々のコントロールをまとめてグループ化する

ことで構成されます。これにより、1つのユニットとして操作しやすくなります。独自のグループ化コン
トロールを作成して、「スクリーン・コントロール・パレット」に追加することができます。
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オーディオを再生する

「MainStage」で演奏中にオーディオファイルを再生したり、さまざまな方
法で再生を制御できます。

オーディオの再生にはさまざまな用途があり、パフォーマンスに合わせてにトラックを再生したり、曲の

一部をライブ演奏とミックスさせたり、パフォーマンスのリハーサルに使用できる仮想バンドを作成する

こともできます。

オーディオファイルの再生には PlaCbackプラグインを使用します。これは「MainStage」のみで使用
可能です。PlaCbackプラグインは、AIFF、WAVE、CAFを含むさまざまなファイルフォーマットをサ
ポートしています。LCgic PrCプロジェクトからのバウンスされたファイルやApple LCCpsなどの、マー
カーを含むファイルも再生できます。マーカーを含むオーディオファイルを PlaCbackプラグインで使用
する場合は、マーカーを使用してオーディオファイルのさまざまな部分を再生することができます。

演奏中に PlaCbackプラグインをリアルタイムで開始および停止したり、演奏中にほかの「再生」パラ
メータにスクリーンコントロールをマップして、これらを制御することもできます。「スクリーン・コント

ロール・パレット」には、PlaCbackプラグインのオーディオファイルのオーディオ波形を制御するため
に使用する波形のスクリーンコントロールや、PlaCbackプラグインの「CCcle」機能で使用する進行状
況インジケータが含まれています。
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Playbackプラグインを追加する
PlaCbackプラグインは音源のプラグインです。これは、ソフトウェア音源のチャンネルストリップで使用
できます。PlaCbackプラグインは、パッチやセットに追加したり、コンサートレベルで追加することがで
きます。PlaCbackプラグインをセットレベルで追加すると、セット内の別のパッチを選択して演奏してい
るときに、オーディオファイルを再生できます。同様に、PlaCbackプラグインをコンサートレベルで追
加すると、コンサート内のあらゆるパッチと一緒にオーディオファイルを再生できます。

試してみよう
Playbackプラグインを追加する：
PlaCbackプラグインを使用する項目（パッチやセット、またはコンサートアイコン）を選択します。1 

「チャンネルストリップ」領域に選択した項目のチャンネルストリップが表示されます。

「チャンネルストリップ」領域の 2つの既存のチャンネルストリップの間で、使用するオーディオファイル2 
をドラッグします。

既存のチャンネルストリップ間に、新しいソフトウェア音源のチャンネルストリップが追加されます。新し

いチャンネルストリップには、オーディオファイルが追加された状態で PlaCbackプラグインが含まれて
います。
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Playbackプラグインのパラメータを使用する
PlaCbackプラグインには、「Return tC Start」、「CCcle」、「Fade Out」など、パフォーマンスで使
用できる追加のパラメータがいくつも含まれています。これらのパラメータのコントロールは、プラグイン

ウインドウ内の波形表示の下にあります。「CCunt In」および「MetrCnCme」パラメータはコンサー
トのテンポに依存するので、「SCnc」パラメータをオンに設定した場合にのみこれらは有効です。

マーカー情報を含むオーディオファイル（バウンスされた LCgic PrCプロジェクトや Apple LCCpsファ
イル）を追加した場合は、オーディオファイルの別の部分に再生位置を変更することができます。
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準備をする
PlaCbackプラグインのウインドウが表示されていることを確認します。 m

マーカー情報を含むオーディオファイルを PlaCbackプラグインに追加します。 m

試してみよう
「PlaC」ボタンをクリックして再生を開始し、「Return tC Start」ボタン（左向きの三角）をクリックす m

ると、再生位置がオーディオファイルの最初に戻ります。

再生を開始して、「CCcle」ボタン（カーブした矢印）をクリックすると、オーディオファイルの再生がルー m

プします。

再生を開始して、「Fade Out」ボタン（下向きのスロープ）をクリックすると、サウンドがフェードアウ m

トしていきます。

マーカー情報を含むオーディオファイルを再生する場合は、再生を開始して、「GC tC Next Marker」 m

ボタン（右向きの矢印）をクリックすると、再生の開始位置が次のマーカーに移動します。「PreviCus 
Marker」ボタン（左向きの矢印）をクリックすると、前のマーカーに戻ります。

「PlaCback」パラメータをパフォーマンス内で使用する場合は、ワークスペースにスクリーンコントロー
ルを追加して、そのスクリーンコントロールを PlaCbackプラグインウインドウのパラメータにマップしま
す。
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「Sync」パラメータを使用する
PlaCbackプラグインには「SCnc」パラメータも含まれています。テンポ情報を含むオーディオファイ
ルの場合、「同期」パラメータを使用して、オーディオファイルを録音時のテンポで演奏するのか、コン

サートの現在のテンポで演奏するのか制御できます。「SCnc」ポップアップメニューから「O∂」を選択
すると、オーディオファイルは元のテンポで演奏されます。「SCnc」ポップアップメニューから「On」を
選択すると、オーディオファイルはコンサートの現在のテンポで演奏されます。

試してみよう
テンポ情報を含むオーディオファイルを PlaCbackプラグインに追加します。 m

「SCnc」ポップアップメニューから「O∂」を選択して、再生を開始します。オーディオファイルのテンポ m

を聞いてみましょう。

「SCnc」ポップアップメニューから「On」を選択して、もう一度再生を開始します。ファイルが同じテン m

ポで再生されているのか、異なるテンポで再生されているのか聞いてみましょう。「SCnc」を「On」に
設定した状態で、「パッチインスペクタ」のテンポを変更します。

「CCunt In」ボタン（1234と表示されたアイコン）をクリックして、再生を開始します。再生が開始さ m

れる前に、4拍のカウントが聞こえます。

「MetrCnCme」ボタン（メトロノームのアイコン）をクリックして、再生を開始すると、一定のビートを m

刻むメトロノームの音が聞こえます。

オーディオファイルにテンポ情報が含まれていない場合は、「SCnc」が「O∂」に設定され、参考： 
「SCnc」ポップアップメニューも使用できません。



82 第8章    オーディオを再生する

「Group」パラメータを使用する
「GrCup」パラメータは、1つのコンサート内に PlaCbackプラグインの複数のインスタンスが存在し、
それらを相互に関連させて再生を制御したい場合に非常に役立ちます。プラグインの複数のインスタン

スをグループに割り当てることで、グループの全メンバーのトランスポートやその他の機能を同時に制御

できます。

1つのグループの再生を開始したら、それ以外のグループの演奏が停止します。「StCp」、「Return tC 
Start」、「GC tC PreviCus Marker」、または「GC tC Next Marker」のパラメータについては、グ
ループ内の 1つのメンバーのパラメータを変更すると、そのグループの全メンバーの対応するパラメー
タが変更されます。「CCcle」、「Meter」、「Fade Time」、「Pitch」、「SCnc」、「Snap TC」、または
「PlaC FrCm」のパラメータについては、Shiftキーを押したまま任意のグループメンバーのパラメータ
を変更することで、そのグループの全メンバーのパラメータを変更できます。

1つのグループでこれらのいずれかの機能を変更しても、PlaCbackプラグインのグループ化されてい
ないインスタンスには影響しません。

試してみよう
「チャンネルストリップ」領域の 2つの既存のチャンネルストリップの間で、3つの異なるオーディオファ1 
イルをドラッグします。

2つの PlaCbackプラグインに対して、「GrCup」ポップアップメニューから「A」を選択します。2 

3つ目の PlaCbackプラグインに対して、「GrCup」ポップアップメニューから「B」を選択します。3 

「GrCup A」の 2つのプラグインの 1つに対して、「PlaC」ボタンをクリックします。4 

「GrCup A」のもう1つのプラグインは開始しますが、「GrCup B」のプラグインは開始しません。

「Return tC Start」、「Fade Out」、その他のパラメータを使用して、「GrCup A」のプラグインと「GrCup 5 
B」のプラグインにどのような影響があるのか確認してみます。
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重要な概念
テンポ情報：• オーディオファイルに保存された情報で、録音された時点のテンポを示します。Apple 
LCCpsや「LCgic PrC 9」から書き出されたファイルには、PlaCbackプラグインで使用可能なテン
ポ情報が格納されています。

Sync：Synchronize• （同期）の略。「SCnc」パラメータを使用すると、テンポ情報を含むオーディ
オファイルを、録音時のテンポで演奏するのか、MainStageコンサートの現在のテンポで演奏するの
か制御できます。

グループ：• PlaCbackプラグインの各インスタンスは、グループのメンバーにできます（A～ Zの文字
で示される 26のグループを作成できます）。 グループ内の任意のメンバーの再生を開始すると、グ
ループの全メンバーの再生が開始され、それ以外のグループはすべて演奏を停止します。グループの

全メンバーの再生を停止したり、グループの全メンバーに対して「CCcle」、「Fade Out」、「GC tC 
PreviCus Marker」、「GC tC Next Marker」などのパラメータを制御することができます。
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MainStageを使ってライブ演奏をする

コンサートの準備が整ったら、次はいよいよ演奏です。

この章では、「MainStage」を使ってライブ演奏を行うときに役立つヒントをいくつか紹介します。

パフォーマンスを始める前に
パフォーマンスを始める前に、チェックすることがいくつかあります：

お使いのMIDIコントローラ、楽器、マイクなどの機材がコンピュータに接続され、正常に動作してい• 
ることを確認します。

ソフトウェア音源のチャンネルストリップが組み込まれているパッチを選択し、キーボードコントローラ• 
を弾いてみます。アクティビティモニタで「MainStage」がコントローラからのMIDI入力を受信して
いることを確認し、オーディオ出力が聞こえることを確かめます。

オーディオ・チャンネル・ストリップを通して音を出す楽器やマイクが、オーディオインターフェイスの• 
正しいオーディオ入力に接続されていることを確認します。オーディオ・チャンネル・ストリップを組み

込んだパッチを選択して音や声を出し、オーディオ出力が聞こえることを確認します。

最適な状態で演奏するために、ライブ演奏時は不要なアプリケーション（特にプロセッサや RAMを多• 
く消費するアプリケーション）を閉じておきます。

有線または無線のどのようなネットワークにも接続していないことを確認します。• 
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「演奏」モードを使ってみる
ライブ演奏時には、「ウインドウで演奏」と「フルスクリーンで演奏」のいずれかを、好みに応じて使用

できます。どちらのモードにも、演奏する状況に応じたそれぞれの利点があります。ワークスペースを画

面上に最大サイズで表示し、Finderやツールバーにアクセスする必要がない場合は、「フルスクリーン
で演奏」を使用します。ほかのアプリケーションにアクセスしたり、ツールバーのボタンにアクセスする

必要がある場合は、「ウインドウで演奏」を使用します。

試してみよう
「ウインドウで演奏」に切り替える：
「表示」＞「ウインドウで演奏」と選択します（またはコマンド＋ 3キーを押します）。演奏する曲で少し m

音出ししてみて、「ウインドウで演奏」の操作方法を確認します。

「フルスクリーンで演奏」に切り替える：
「表示」＞「フルスクリーンで演奏」と選択します（またはコマンド＋ 4キーを押します）。演奏する曲で m

少し音出ししてみて、どちらのモードで操作するかを確認します。

「フルスクリーンで演奏」を終了する：
以下のいずれかの操作を行います。 m

Escキーを押します。• 
画面の左上隅にある、丸で囲まれた「X」のマークをクリックします。• 
ほかのモードを呼び出すキーコマンド（コマンドキー＋ 1～ 3キーを押す）を使います。• 



第9章    MainStageを使ってライブ演奏をする 87

パフォーマンスでパッチを選択する
「演奏」モードでは、レイアウトに含まれるセレクタのスクリーンコントロールでパッチを表示および選択

できます。パッチとセットが、「編集」モードの「パッチリスト」と同じ順序でセレクタに表示されます。

パッチを選択すれば、すぐに演奏を開始できます。切り替える前のパッチの音にサスティンをかけている

場合、ノートまたはサスティンペダルをリリースしない限り、サスティンをかけた音が鳴り続けます。ノー

ト自体をリリースしても「テイル」が残るエフェクト（リバーブやディレイなど）が前のパッチにかけられ

ている場合、エフェクトテイルは、「MainStage」環境設定の「前のパッチを無音にする」ポップアップ
メニューで設定した時間だけ鳴り続けます。

試してみよう
キーコマンドを使用してパッチを選択する：
↓キーを押して、セレクタ内の次のパッチを選択します。この操作を何度か繰り返し、セレクタ内のパッ m

チを移動していきます。

↑キーを押して、前のパッチを選択します。この操作を何度か繰り返し、セレクタ内の最初のパッチまで m

戻ります。

コマンド＋→キーを押して、次のセット内の最初のパッチを選択します。 m

コマンド＋←キーを押して、前のセット内の最初のパッチを選択します。 m
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チューナーを使う
オーディオ・チャンネル・ストリップを使用してギターやその他の楽器を演奏する場合、内蔵のチューナー

を使って演奏中に楽器をチューニングすることができます。

試してみよう
チューナーを使って楽器をチューニングする：

チューニングする楽器が接続されているオーディオ・チャンネル・ストリップを選択します。1 

チューナーはパッチ内の最初のオーディオ楽器でのみ動作します。チューナーを使用できるチャン参考： 
ネルストリップは、チャンネルストリップ上部の音叉のアイコンで示されます。

ツールバーの「チューナー」アイコンをクリックします（またはコマンド＋ Tキーを押します）。2 

ワークスペースにチューナーが表示されます。

楽器で 1音だけ弾き、チューナーディスプレイを確認します。3 

音を鳴らすと、その音に最も近いキーのノート名が表示されます。鳴らした音のチューニングが合ってい

ない場合、チューナーの右側か左側に赤いバーが表示され、シャープ気味かフラット気味かを示します。

チューニングする弦のチューニングペグを調整して、バーが 1本だけ中央に青く表示される状態にします。4 
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MIDIノートやオーディオ出力を無音にする
MIDIパニック機能を使用してすべてのMIDIノートをすばやく無音にし、オーディオエンジンをリセット
したり、マスターミュートを使用してすべてのオーディオ出力を無音にすることができます。

試してみよう
すべてのMIDIノートを無音にする：
CCntrCl＋ Pキーを押します。ツールバーの「パニック」ボタンをクリックするか、「パニック」アクショ m

ンにマップされたスクリーンコントロールに割り当てられたハードウェアコントロールを使用することで、

MIDIノートを無音にすることもできます。

すべてのオーディオ出力をミュートする：
CCntrCl＋Mキーを押します。「マスターミュート」ボタンをクリックするか、「マスターミュート」アク m

ションにマップされたスクリーンコントロールに割り当てられたハードウェアコントロールを使用すること

で、オーディオ出力をミュートすることもできます。

CCntrCl＋Mキーをもう一度押して、すべてのオーディオ出力のミュートを解除します。 m
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疑問の解決

「MainStage」の使用に関する疑問を解決するために、追加のリソースが
用意されています。

「MainStage」のヘルプを使えば、必要とする回答を見つけることができます。

「MainStage」のヘルプを使ってみる
「MainStageヘルプ」では、「MainStage」の機能や実行できるタスクの詳細な説明が記載されてい
ます。

試してみよう
「MainStageユーザーズマニュアル」を開く：
「MainStage」で、「ヘルプ」＞「MainStageヘルプ」と選択してから「MainStage 2ユーザーズ m

マニュアル」をクリックします。

「Logic Proエフェクト」ガイドを開く：
「MainStage」で、「ヘルプ」＞「MainStageヘルプ」と選択してから「LCgic PrCエフェクト」をク m

リックします。

「Logic Pro音源」ガイドを開く：
「MainStage」で、「ヘルプ」＞「MainStageヘルプ」と選択してから「LCgic PrC音源」をクリック m

します。



92 第10章   疑問の解決

興味のある特定のトピックを検索する：
ヘルプビューア・ウインドウの一番上にある「検索」フィールドに検索対象のトピックを入力します。検 m

索結果の一覧から、詳細を知りたいトピックを選択します。

「MainStage」のマニュアル内を検索した場合、検索結果には「LCgic PrCエフェクト」ガイドと
「LCgic PrC音源」ガイドの関連トピックも含まれます。

アップルのサポート情報を検索する：
「ヘルプ」＞「MainStageヘルプ」と選択してから「MainStageサポート」をクリックします。興味 m

のあるトピックを閲覧してください。

MainStageフォーラムのディスカッションを閲覧する：
「ヘルプ」＞「MainStageヘルプ」と選択してから、その他のリソースのリストで「MainStageのディ m

スカッション」をクリックします。興味のあるディスカッションを閲覧してください。

次の段階
これまでに、「MainStage」の概要といくつかの機能を紹介しました。「MainStage」に含まれるテン
プレートやパッチを使用してみたり、編集を行って独自のテンプレートやパッチを作成してみたりしなが

ら操作を続けてください。必要とする詳細な情報については、「MainStage」のヘルプを参照してくだ
さい。
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